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子曰、過而不改、是謂過矣 ～過ちて改めざるを、これ過ちという～ 
 先週は１学期の期末考査が行われました。答案用紙が次々と返却されていることと思いますが、
どうだったでしょうか。人間ですので、間違いがあったり、分からないことがあったりしたことで
しょう。しかし、それは決して悪いことではありません。大切なのは間違いを正すことです。 
儒学の創始者である孔子は「過而不改、是謂過矣」と言っています。「過ち（間違ったこと）をし

たことを知っていながら改めようとしない。これが本当の過ち（間違い）ですよ。」という意味で
す。勉強に限らず、生きていれば人は失敗したり、間違ったことをしたりします。その時にしっか
りと自分を見つめ、その過ちを正していけるかということが大切です。八中三道に

も「正しく」があります。数千年前の孔子さんの言葉を受け止め、実践していきま
しょう。 

ちなみに、英語にすると You don't correct your mistakes. This is called a mistake.
となりますかね。英語科の澤村先生、正しいですか。間違っていれば正します。 
 

人権集会 ～八中みんなで人権について考えました～ 
 ６月１８日（金）は人権集会が行われました。人権標語の紹介の後、学習してきた授業の感想発
表がありました。「今のクラスをもっとよくしていきたい」「みんなのことをもっと知る必要がある」
「伝えることはとても大切だ」など、教材から学んだことを自分たちのことにつなげている感想が
たくさんありました。 
人権委員会によるワークショップもありました。「こころ」という絵本を活用

し、「心の傷を見つけるためにはどうすればいいのか」「心の傷を治すためには
どうすればいいのか」ということを考えました。難しい発問でしたが、近くの
人と話し合ったり、全校生徒で意見交換をしたりして学びを深めることができ
ました。八中のみなさんの真剣さ、心の温かさを感じました。これまでしっか
りと積み重ねができているなと嬉しく思いました。 
 

いざ中体連 ～悔いの残らぬように「やりきる」～ 
 今週末の６月２６日（土）・２７日（日）はいよいよ八代中体連大会になります。八中からはサッ
カー、ソフトテニス、バドミントンの３つの競技が出場します。すでに各競技の組み合わせも決定
しています。昨年度が実施できなかったために、２年ぶりの大会になります。ただし、ご承知のと
おりコロナ禍における大会実施となりますので様々な感染対策を講じることになります。２週間前
からの体温記録表、当日体調記録表に加え、来場者体調記録表の提出も必要となります。感染防止

を徹底するために無観客という考えもありましたが、最近の感染状況や義務教育という観点から３
年生の保護者１名に限定して応援できるようにしましょうということになり
ました。その他、今大会のガイドラインに則って大会が行われます。保護者
の皆様には是非、ご理解とご協力をお願いします。主役である選手のみなさ
んはこれまでの練習の成果を十分に発揮し、悔いの残らない大会にしてくだ
さい。自分自身のやれることを「やりきる」ことが大切です。 
 

７月行事 
５日（月）３年職場体験～６日 
８日（木）授業参観・ＰＴＡ講話 
９日（金）みやじ学まとめ 

１２日（月）２年職場体験～１４日 
２０日（火）１学期終業式 

 

先日、水無川の堤防を歩いていた時に地域の

方とお話をする機会がありました。「水無川の水

はきれいですね」とお話しすると、「昔はウナギ

もこの辺までのぼってきよったとばい」と。宮

地の宝の一つ、大切にしたいものです。 
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校内に掲示されている選手への応援メッセージ↑ 


